
京都大学大学院医学研究科 発達小児科学 教授

1991年日本医科大学医学部卒業。同年、東京大学医学部小児科入局。

1992 年焼津市立総合病小児科医員。1993 年国立がん研究センター

研究所生物学部リサーチレジデントに就任。1996 年東京都立駒込

病院小児科医員。2000 年東京大学医学部附属病院小児科医員、

2003 年同助手、2005 年同無菌治療部講師。2013 年東京大学大学

院医学系研究科小児科准教授、2018 年から現職。

新しい扉をこじ開けた先に

日本医科大学を卒業した後、東京大学小児科に入局した。研修医時代に経験した死亡症例で一番多かっ

たのが小児がん症例であったことから、小児がんを治せる小児腫瘍医になることを決心した。卒後３年

目から国立がん研究センター研究所 (NCC) 生物学部にリサーチレジデントとして赴任し、小児がんのゲ

ノム解析に着手した。それ以来、一貫して小児がんの臨床と基礎研究に両輪で取り組み、東大に戻った

後に神経芽腫における治療標的 ALK、ATM の発見、T細胞性急性リンパ性白血病における新規 SPI1 関連

融合遺伝子の同定など様々な成果をあげてきた。2018 年より京都大学小児科に赴任している。東大小児

科の医局の扉を開けたことにはじまり、NCC の扉、そして京大小児科の扉、３つの新しい扉を開けて、

研究と臨床を両輪で進める Physician Scientist として世界を広げてきたことで、いろいろなチャンス

や成果にたどり着くことができた。しあわせキャリア支援センターのご支援によって、新しい扉を開け

て羽ばたく女性医師・研究者が益々増えることを期待したい。

主　　催　　　日本医科大学、日本獣医生命科学大学、アンファー株式会社 

お問合せ　　　しあわせキャリア支援センター 03-3822-2131 ext:5503,5504  
　　　　　　　app-shien@nms.ac.jp  　https://one-health.jp/　　　

会場 日本医科大学 橘桜会館ホール

     （文京区向丘 2-20-7）

参加無料

会場定員 ８０名

お申込みはこちらから

締切　6/23（金）

文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）」

月2023 年 6   27    火
日本医科大学 橘桜会館ホール
オンデマンド配信

16:30-18:00日

対象　　　日本医科大学、日本獣医生命科学大学、アンファー株式会社に所属する教職員

～ Physician Scientist の薦め～

ダイバーシティ推進講演会


